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京都市考古資料館創立 40 周年／ＩＣＯＭ京都大会開催記念

令和元年度前期特別展示

　平成 30 年度京都市有形文化財に「御土居跡（西九条周辺）出土品」477 点

が指定されました。これらは、御土居の南端東部の堀跡から出土した木製品・

金属製品の一部です。東寺の東の西九条村を中心とした住民が使っていたもの

とみられ、安土桃山時代から江戸時代初期の当地周辺の住民のようすを伝えて

います。

　御土居は、豊臣秀吉が天正 19 年（1591）に築造した、京都を囲い込むため

の土塁と堀による大規模な惣構えです。北は上賀茂から鷹峯、南は東寺、東は

鴨川、西は紙屋川、その総延長は約 22.5km という一大土木事業だったのです。

その築造過程については不明な点が多いのですが、史料からみる限り数カ月と

いうごく短期間に行なわれたとみられます。

　本展示では、これまでに行なわれてきた御土居跡についての発掘調査の成果

を絵図や写真パネルで紹介するとともに、市有形文化財「御土居跡（西九条周

辺）出土品」を中心とした出土遺物などを展示して、洛中と洛外のはざまであ

る御土居周辺に住む人々の暮らしの様子を紹介します。

１０倍！！愉しむためのミニ講演会
各日とも 14 時～（開場は 13 時 30 分、１時間程度）

会場：３階旧貴賓室
①7 月 20 日（土）　「御土居と都のキリシタン」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　丸川義広（京都市考古資料館）　
②8 月 10 日（土）　「弄びと廻しのニンギョウたち」
　　　　　　　　　　　関広尚世（公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所）　

③9 月 21 日（土）　「御土居出土の漆器からみた京都」
　　　　　　　　　　　　　　　　北野信彦（龍谷大学文学部教授）　

④10 月 19 日（土）「御土居からあらわれた木簡」
　　　　　　　　　　　　　　　　　井上幸治（京都市歴史資料館）

⑤11 月 9 日 ( 土 )　「出土資料からみた京都の紡織」
　　　　　　　　　　　　　　　黒須亜希子（京都市文化財保護課）　

期間 ：令和元年7月１３日 （土） ～１１月２４日 （日）

洛中洛外のはざま

ー御土居跡（西九条周辺）出土品を中心として―

御土居京都市考古資料館

40th

御土居跡西九条周辺出土品（人形かしら）

現・北区衣笠　紙屋児童公園付近にあった御土居の様子
（『京都府史蹟勝地調査会報告』第２冊、臨川書店、1983 年）

現・北区平野　平野神社道付近の御土居の断面
（『京都府史蹟勝地調査会報告』第２冊、臨川書店、1983 年）
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お問い合わせ

京都市考古資料館
京都市上京区今出川大宮東入元伊佐町265-1
TEL：075-432-3245　　FAX：075-431-3307
E-mail：museum@kyoto-arc.or.jp
ホームページ　http://www.kyoto-arc.or.jp/museum/

  Artifacts unearthed at the Odoi fortification wall ruins (near Nishikujo) were 
designated as Kyoto City Tangible Cultural Properties in 2018. Built in 1591 by 
Toyotomi Hideyoshi—the great unifier of Japan—the vast Odoi fortification 
comprised of earthwork walls and moats which encircled the city of Kyoto. 
Discovered at the southeastern tip of the fortification were these wooden and 
metal artefacts thought to have been used by the residents of nearby Nishikujo 
village between the Azuchi-Momoyama period (Latter half of the 16th century)
 and the early Edo period (First half of the 17th century). This exhibit sets out, 
through photos of the excavation and drawings, as well as displays of the 
designated relics to introduce visitors to the lifestyles of those who lived near 
the Odoi fortifications.


